
  (様式３) 目的設定表( 年度） 予算区分： 要求区分： 確定日（ 年 月 日）

事業ｺｰﾄﾞ 政策コード 政 策 名
施策コード 施 策 名

事 業 名
指標コード 施策目標(指標)名

(tel) 担当者名部 局 名 課 室 名 班名 担当課長名
事業年度 年度 評　　価　　対　　象　　事　　業　（　計　画　）　の　　内　　容 ～ 年度

３．事業目的（どういう状態にしたいのか）１．事業立案の背景(施策目標の達成のために今なぜこの事業が必要なのか)

(重点施策推進方針との関係） 重点事業として要望 その他事業として要望

４．目的達成のための方法

 ①事業の実施主体
２．住民ニーズの状況

 ②事業の対象者･団体①ニーズを把握した対象
受益者 一般県民 （時期： 年 月）  ③達成のための手段

②ニーズの把握の方法
アンケート調査 各種委員会及び審議会 ヒアリング インターネット
その他の手法 （具体的に )

③ニーズの具体的内容

 ④比較した代替手段及び選択した手段の有効性

◎把握してない場合の理由及び今後の方針

 ①理由

 ②今後の方針

５．事業の全体計画及び財源 単位(千円)

事 業 内 訳 左　　の　　説　　明 年度 年度 年度年度 年度 年度 全体(最終)計画順位

財源内訳 左  の  説  明

国 庫 補 助 金

県　　　　　債
そ　　の　　他
一 般 財 源

令和 3年度当初予算令和03 通常 令和03 02 03
0808020403 環境保全対策の推進

02 良好な環境と豊かな自然の保全ツキノワグマ被害防止総合対策事業
野生鳥獣の適正な保護管理04

生活環境部 自然保護課 鳥獣保護管理班 1613 澤田智志 二木茂希

令和03 令和99

　人間の活動領域の縮小やツキノワグマの生息域拡大に伴い、毎年人身被害が発生しており、令和２ 　本県の野生鳥獣管理共生ビジョンの基本理念である「人とクマが棲み分けしながら共に歩む秋田」
年１０月には県内はじめてとなる市街地での死亡事故が発生している。また、集落や市街地での目撃 を目指すため、野生鳥獣の本来の生息地である奥山ゾーン、人間が生活する市街地ゾーン及び緩衝帯
情報が多数報告され、県民の安全安心な生活が脅かされており、今後、人身被害の拡大が懸念されて などを設ける市街地周辺ゾーンによる線引きを進めるほか、クマを寄せ付けない集落ぐるみの体制強
いるため、被害防止対策を推進していく必要がある。 化、出没時の対応強化及び昨年設置した「ツキノワグマ被害対策支援センター」の機能強化などに取

り組み、クマによる被害の防止を図る。

○ ●

県

県、市町村、猟友会、県民、関係機関・団体

■ □ R02 10

　クマを寄せ付けない集落ぐるみの対策を指導・支援し、ゾーニング管理に取り組む集落の増加を図
□ ■ □ □ るとともに、先進的防除技術の実証試験や、各市町村が策定する市街地等対応マニュアルに基づく実

■ 県議会及び県内各市町村との意見交換 地訓練、クマに関し高い知見を有する専門職員の増員などにより、総合的な被害防止対策を推進する
。

　人里での人身被害が増加していることや集落・市街地での出没が多発しているため、クマ対策の強
化を求める意見が県議会から出されているほか、被害防止対策に関する県内市町村との意見交換にお

　被害防止対策は、ツキノワグマの生態、生息状況、出没地域の地形及び地域住民の意識など、各地域の状況によるところいてクマ対策の充実を求める声が多数寄せられている。
が大きく、本県の現状を踏まえた取組が必要であり、本事業は妥当である。

0 80 3 0 4 0 60 5 0 7

ツキノワグマ被害対策支援センター運営事業県内におけるクマ被害対策の一層の充実を図るため、課内に設置した「ツキノワグマ被害
01 対策支援センター」の機能を強化する。       6,633       3,554       3,554       3,554      3,554       3,554        24,403

普及啓発事業 被害対策について県民向けの出前講座を実施するとともに、普及啓発をすすめるために昨
02

年作製した読本の増刷や、新たな狩猟者を呼び込むためのフォーラムを開催する。       2,500       2,500       2,500      2,500       2,500       2,500        15,000

担い手確保・育成事業 狩猟免許等の取得支援や野生鳥獣管理等の研修会を開催し、担い手の確保・育成を図る。
03

       44,700      7,450       7,450       7,450       7,450       7,450      7,450

                                                                               

                                                                               

                                                                               

       84,103     16,583      13,504      13,504      13,504     13,504     13,504

指定管理鳥獣捕獲等事業交付金        18,000      3,000       3,000      3,000       3,000       3,000       3,000

            0          0           0           0           0           0          0

       14,407環境保全基金       2,407       2,407       2,407       2,407      2,407      2,407

      8,097       8,097       8,097       8,097       8,097        51,696     11,176



６．事業の効果を把握するための手法及び効果の見込み

事業の期待
される成果

指標名 指標の種類

成果指標
指標式

業績指標

①年度別の目標値（見込まれる成果による指標）指
標
Ⅰ
指　標 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 最終年度

目標a
実績b ②データ等の出典

東　北
全　国

③把握する時期 当該年度中 月 翌年度 月 翌々年度 月

指標名 指標の種類

成果指標指標式
業績指標

①年度別の目標値（見込まれる成果による指標）指
標
Ⅱ
指　標 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 最終年度

目標a
実績b ②データ等の出典

東　北

全　国

③把握する時期 当該年度中 月 翌年度 月 翌々年度 月

◎指標を設定することができない場合の効果の把握方法
①指標を設定することが出来ない理由

②見込まれる効果及び具体的な把握方法(データの出典含む)

事業の必要性

現状の課題及び施策目的に照らした事業の必要性

住民ニーズに照らした事業の必要性

事業の県関与の必要性
法令・条例上の義務 内部管理事務 県でなければ実施できないもの

民間・市町村で実施可能であるが、県が関与する必要性が認められるもの
政策評価委員会意見 重点事業の適合及び指標・目標値の適合性判定

重点事業 その他

　人とクマの棲み分けを目指したゾーニング管理や県民に対する被害防止対策の普及啓発

、担い手の確保・育成など、クマによる被害防止対策の推進が図られる。

クマによる人身被害者数（人）

●県内におけるクマによる人身被害者数

○

01 0 2 03 04 0 5 0 6 0 7
                                                                                   

        16         9

        57        57自然保護課調べ

       155       157

● ○ ○0 3

○
○

0 40 1 0 2 0 3 0 5 0 6 0 7
                                                                                   

                    

                    

                    

○ ○ ○

　人間の活動領域の縮小やクマの生息域拡大に伴い、人里での人身被害や集落・市街地で
の出没が多発しており被害の拡大が懸念される。本事業は、県内におけるクマ対策の一層
の充実を図り被害防止に向けた施策であり必要性は高い。

　県議会議員及び県民（出前講座に参加した地域住民など）から、クマ被害防止対策の強
化を望む意見が寄せられている。

■□ □
■

　ツキノワグマなど野生鳥獣による被害は全県域で発生していることから、県民の安全安
心の確保に資する対策は県が主体的に実施する必要がある。

○ ○

０ ００ ０ ０

 
０


